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株式会社メディロム、2023年度中間決算を発表 

 

東京都港区台場二丁目３番１号 

株式会社メディロム 

 

米国時間 2023 年 12 月 29 日、株式会社メディロムは、米国会計基準に基づき作成された 2023 年 6 月

30日に終了した中間半期の暫定的な未監査決算を発表しました。 

 

2023 年中間期暫定業績概要 

 

(単位:千円、除く増減率、調整後 EBITDA マージン)   6 月 30 日に終了した 6 ヶ月間、   

連結損益計算書:  2023(¥)  2022(¥)  2021(¥)  

売上高:        

リラクゼーションサロン ¥ 2,903,984 ¥ 2,816,324 ¥ 2,110,561  

ラグジュアリービューティー  276,076  288,684  ―   

ヘルステック事業  62,730  42,037  16,918  

売上合計額  3,242,790  3,147,045  2,127,479  

売上原価及び営業費用:        

売上原価  2,563,831  2,331,250  1,768,907  

販売費及び一般管理費  989,222  969,503  840,760  

固定資産減損損失  ―  1,173   ―   

売上原価及び営業費用合計  3,553,053  3,301,926  2,609,667  

営業損失  (310,263)  (154,881)  (482,188)  

その他の収益(費用):        

受取配当金  2  2  2  

受取利息  1  357  506  

支払利息  (16,859)  (5,707)  (6,683)  

バーゲン購入益  ―  ―  1,014  

その他  (24,212)  1,375  20,798  



  
他の収益(費用)計  (41,068)  (3,973)  15,637  

法人所得税(給付)費用  3,735  22,687  55,219  

当期純損失  (355,066)  (181,541)  (521,770)  

調整後EBITDA ¥ (207,239) ¥ (54,270) ¥ (291,601)  

調整後EBITDA マージン  (6.4) % (1.7) % -13.7 % 

 

 

• 売上高は 3,242,790千円となり、前期 3,147,047千円から 3.0％増となりました。この増加は、主に

顧客単価増加に伴う既存店舗（直営）の売上増加、投資家向け店舗販売の売上増加、MOTHER Bracelet 

の顧客並びに法人向け販売等による売上増加によるものです。 

• 売上原価は、2,563,831 千円となり、前期 2,331,250 千円から 10.0%増となりました。この増加は、

投資家向け店舗販売増加に伴う店舗売上原価の増加、新店舗開発並びに運営費用の増加、MOTHER 

Bracelet製造・販売に伴うコスト増加によるものです。 

• 販売費及び一般管理費は、989,222千円となり、前期 969,503千円から 2.0%増となりました。この増

加は、新店舗開発による人材採用費、旅費交通費、広告宣伝費の増加、さらに専門家報酬の増加が主

な要因ですが、一方で賃借料、研究開発費の減少がありましたので、一部相殺されています。これら
の結果、連結営業損失は、310,263 千円となり、前期 154,881 千円から、155,382 千円増となりまし
た。 

• 営業外損益は、△41,068千円となり、前期△3,973千円から 933.7%増となりました。この増加は、雑

損失の増加及び借入負債に関する利息の増加によるものです。 

• 税効果会計に伴う法人税等については、3,735 千円となり、前期 22,687千円に比較して 18,952千円

の負担減となりました。 

• 連結当期損益は、△355,066千円となり、前期△181,541千円から、173,525千円増となりました。 

• 調整後 EBITDA は、△207,239 千円となり、前期△54,270千円から 152,969千円増となりました。 

• 当社は毎期、売上並びに当期損益が下半期に偏重し、上半期は赤字になる傾向があり、当期において

も同様の傾向が続いております。当社の主力事業であるリラクゼーション事業は、1年のうち、第１

四半期（1-3月期）に最も売上が低くなり、第３四半期（7−9月期）に最も売上が高くなります。気

温が高くなる時期に客数、客単価が向上するのが過去からのトレンドです。また、投資家への店舗販

売売り上げは第４四半期（10-12月期）に偏重する傾向があります。 

 

マネジメントディスカション 

株式会社メディロム CEOの江口康二は、以下の通り述べています。「2022年 12月期に達成した収益の

大幅な改善、調整後 EBITDAの改善を 2023 年 12月期も継続的に達成するように、日々マネジメントを続

けております。2023 年上半期は毎期のトレンド通りの結果でしたが、店舗販売売上の計上、今後当社の

コア事業として大きな可能性を秘めた MOTHER Bracelet、Lav®といったヘルステック事業に引き続き注力

しております。下半期はリラクゼーション事業、ヘルステック事業の収益貢献に加え、子会社株式の一部

売却等により、債務超過が解消される見通しです。2023年は財務状況の改善を達成し、2024 年は当社の



  
成長戦略のひとつである M&Aを積極的に推し進め、一層の成長を持続させたいと考えています。」 

 

なお、当社の第 23期定時株主総会開催通知にて記載があります公募増資の実施については、当面は間

接金融取引の再開を優先し、改めて今後の市場状況等を考慮した上で、慎重な判断のもと、実施の有無、

時期、規模について検討してまいります。 

 

 

 

2020 年から 2023年上半期財務データ 

 

 



  

 



  

 

 



  
株式会社メディロムについて 

メディロムは健康管理サービスを目的とした「Re.Ra.Ku®」を中心に、全国 313店舗(2023年 11月末現在)

のリラクゼーションスタジオを展開しています。2015 年よりヘルステックビジネスに参入し、オンデマ

ンドトレーニングアプリ「Lav®」を利用した「特定保健指導」や体質改善プログラムを実施しております。

また 2020 年にはデバイス事業に参入し、世界初の無充電スマートトラッカー「MOTHER Bracelet」（旧

称：「MOTHER Tracker®」）の開発に成功、2021年より BtoC向けに販売を開始、BtoB向けにおいて既に

受注を獲得しております。今後は、創業以来蓄積した生活習慣データを基にしたデータ解析事業へも事

業領域を広げて参ります。 

URL ： https://medirom.co.jp/ 

 

 

将来の見通しに関する記述  

本リリースに記載されている情報には、1995 年米国私的証券訴訟改革法のセーフハーバー規定に基づく

将来の見通しに関する記述が含まれています。これらの記述には、当社が達成しうる、あるいは想定する

経営成績、財政状態、事業戦略および計画、市場機会、競争的地位、業界環境および将来的成長機会に関

する予想や期待が含まれる場合があります。また、将来の見通しに関する記述は、「見通し」、「見込み」、

「予想」、「予測」、「計画」、「目標」、「期待」、「可能性」、「意図」、「想定」等の将来の出来

事や結果の不確実性を示す用語によって示されることがあります。これらの記述は、将来の事象や当社

の将来の財務状況に関するものであり、既知および未知のリスク、不確実性、その他の要因が含まれてお

り、これらは場合によっては当社がコントロールできないものであり、実際の結果、活動水準、業績、成

果に重大な影響を与える可能性があるため、過度に信頼しないようにお願いします。 

将来の見通しに関する記述は、将来の事象に関する当社の現在の見解を反映したものであり、当社の事

業、経営成績、成長戦略、流動性に関するこれらおよびその他のリスク、不確実性、前提事実の影響を受

けます。当社は、理由の如何を問わず、これらの将来の見通しに関する記述を公に更新または修正する義

務を負うものではなく、また、将来新たな情報が入手可能になったとしても、実際の結果がこれらの将来

の見通しに関する記述で予想されたものと大きく異なる可能性がある理由を更新する義務を負うもので

はありません。 

 

お問い合わせ 

株式会社メディロム IRチーム 

E-MAIL：ir@medirom.co.jp 

https://medirom.co.jp/

